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展 覧 会 概 要

世界で最も古い国立博物館の一つであるオランダのライデン国立古代博物館は、 古代エジ

プト 、 ギリシャ、 ローマなど総数約20万点(2018年末現在)のコレクショ ンを所蔵していま

す。 中でもエジプト ・ コレクショ ンは約2万5千点にのぼり 、 ヨ ーロッ パでは大英博物館、

ルーヴル美術館、 ベルリン・ エジプト 博物館、 ト リ ノ ・ エジプト 博物館と合わせて5大エ

ジプト ・ コレクショ ンに数えられる世界有数の量と質を誇り ます。

この度、 同館所蔵の古代エジプト ・ コレクショ ンから、 人や動物のミ イラ 約10体や10数

点の棺などを含む、 厳選された約250点の借用が実現しました。 本展では、 ヨ ーロッ パに

おける古代エジプト への関心の高まり がどのよう にして現地での調査へ連なっていったか

を示し 、 発見された遺物から古代エジプト 人の生活や社会、 死生観といったさまざまな文

明の側面を紹介します。 さらに、 最新の科学技術を通して医学的な知識やミ イラ作り の過

程、 色やかたちに対する人びとの美意識と いったこれまでに知られていなかった面を解き

明かす、 従来のエジプト 展とは一線を画した、 新たな展覧会となり ます。

みどこ ろ

❶本展出品のミ イラの

ＣＴ スキャンの研究成果を世界初公開！

❷圧巻の立体展示！

１ ０ 数点の棺が一挙集合

❸ヨーロッ パ５ 大エジプト・コレクショ ンのひとつ、

ライデン国立古代博物館から約250点が来日！



みどころ ❶
本展出品のミイラのＣＴスキャンの研究成果を世界初公開！

ライデン国立古代博物館には、多くの人間や動物のミイラが所蔵されています。

世界の美術館・博物館の中には、ミイラに巻かれた布を研究目的でほどいてしまう事例もありましたが、

同館の初代館長J.C . ルーヴェンスは将来的な技術の進歩を予見し、ミイラを傷つけることなく保

存することを決めました。 そのため同館が所蔵するミイラ・コレクションは、その大半が完全に布で包

まれた非常に良好な状態で保存されています。

同館では、19 5 0 年代から19 6 0 年代にX 線による研究が、そして19 9 0年代には、所蔵するミイ

ラ・コレクションに世界初のC T スキャンが実施されました。近年では、最先端の技術を用いたC T

スキャンによってさらに詳細な研究が行われています。今回、本展に出品されるミイラの中から人

間のミイラ3体と動物のミイラ1体を選び、本展のために最新の C T スキャン技術で調査を行い、

その成果を世界初公開します。

2019年7月11日にアムステルダム・メディカル・センターで行なわれたミイラのＣＴスキャンの様子

タディスもしくは
タ（ネト）カルゥのミイラ

第3中間期

長さ148cm、幅33cm、高さ24.5cm

女性のミイラ
第3中間期

長さ165.5cm、幅36.5cm、高さ24.5cm
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世界
初公開！

男性のミイラ
第3中間期

長さ160cm、幅38cm、高さ26cm



みどころ ❷
圧巻の立体展示！ １０数点の棺が一挙集合

今回、ミイラ棺の研究で世界的に知られるライデン国立

古代博物館所蔵の貴重なミイラ棺の10 数点の借用が実現

しました。さらに本展では棺を横に寝かせた状態ではなく、

棺を特別に立てた状態で立体的に展示する予定です。

近年新装となったライデンでの常設展示をイメージし、本展

では 一挙に棺が並ぶ幻想的かつ圧巻の空間を演出し、

当時の人びとの死生観へと観客を誘います。

パネシィの外棺
第3中間期

長さ200cm、幅54cm、高さ38cm

アメンヘテプの棺
第3中間期

長さ185cm、幅50cm、高さ61cm

ホルの外棺
後期王朝時代

長さ202cm、幅70cm、高さ70cm

コンスウヘテプの内棺（部分）

第3中間期

長さ185cm、幅55cm、高さ32.5cm

これらの棺は死者のミイラを物的かつ呪術的に保護するものとして製作され、墓に納められまし

た。 当時のエジプトでは貴重だった木材や、パピルスや亜麻布を漆喰などで重ね合わせたカルト

ナージュなどを用い、入れ子にした複数の棺もありました。死後も来世での生活が続くと考えた古

代エジプト人は、棺に多くの神々や死者の安寧を願う呪文を記したのです。これまでの展覧会と

は異なり多くの棺を一挙に展示することで、装飾や神々の姿、呪文の変化などから人びとと来世の

関わりが移り変わっていくさまを紹介することが可能になります。また、 最新のプロジェクト紹介

ではその彩色技術や製作法、文字の書体などを通じ、棺の研究が近年大きく進展している様子も

明らかになります。
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みどころ ❸
ヨーロッパ５大エジプト・コレクションのひとつ、ライデン

国立古代博物館から約2 5 0点が来日！

オランダ最古の大学都市ライデンの中心部に

あるライデン国立古代博物館は、オランダ王国の

国初代国王ウィレム１世によって18 18 年に設立

された、2 0 0 年以上の歴史を誇る博物館です。

17 世紀前半にライデン大学が所蔵していた

遺物を基盤としたエジプト・コレクションは現在

約2 万5 千点にのぼり、ヨーロッパの５大コレクションのひとつとされています。また、同館は今日にい

たるまで6 0 年以上にわたり、エジプトでの発掘調査を行なっていることでも良く知られていま

す。19 6 0 年代にアスワン・ハイ・ダムが建設された際、オランダはユネスコとともに周辺地域の考

古学調査の支援を行いました。その活動を通してエジプト政府との良好な関係が生まれ、遺物

の一部を持ち帰ることが許されたほか、 ダムの底に沈む運命にあったタフェー神殿はオランダ

に贈られ、現在ライデン国立古代博物館の一階ロビーに移築されています。以後、博物館はカイ

ロの北西に位置するアブー・ロアシュ村付近などで発掘調査を行い、また19 7 0 年代からはカイ

ロの南に位置するサッカラでの発掘調査を現在にいたるまで実施し、ツタンカーメン王の側近

であったマヤの墓の調査など、世界をリード する研究も多数進められています。

一階ロビーに移築されたタフェー神殿 同館のエジプト・コレクション
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展 覧 会 構 成

第1章
「エジプトを探検する」

18 世紀の末にナポレオンがエジプトへ遠征し、同行した

調査団が著名な『エジプト誌』を出版したことでエジプト

に対する関心は飛躍的に高まりました。本章ではヨー

ロッパの旅行者や調査団による遺跡のスケッチや写真と

とあわせ初期のエジプト探検を紹介するとともに、現在

ライデン国立古代博物館が行っている発掘調査の様子

を、出土品や映像などを用いて展示します。 パウティのピラミディオン
新王国時代

高さ47cm、幅47cm、奥行47cm

エジプト学者の

イッポリト・ロゼリーニの出版物

『エジプトとヌビアの記念物』に

掲載された手彩色のリトグラフ

敵を討つラメセス2世
1832年

縦54cm、横75cm

ホルミンの像
新王国時代

高さ125cm、幅53cm、奥行68cm

パディコンスの『死者の書』
新王国時代

縦24.5cm、横61.2cm

クウの石碑
中王国時代

高さ38cm、幅50cm、厚さ6cm

フイの石碑（部分）

新王国時代

高さ147cm、幅89cm、厚さ11cm

第2章
「エジプトを発見する」

3 0 0 0 年にわたった古代エジプト文明には少なくとも

3 0 の王朝が存在したことが知られており、それらは大

きく9 つの時代に区分することができます。本章では文

明の前後もあわせた計11の時代につき、代表的なス

タイルの石碑やさまざまな遺物を通して当時の世界

観や技術の発展などを探るとともに、エジプ トがどの

ように発見、認識されたのかを紹介します。
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展 覧 会 構 成

第3章
「 エジプト を解読する」

ネヘムスウのカルト ナージュ棺
第３ 中間期

長さ 150 cm、幅40cm、高さ 16.5cm

古代エジプト 人が「 来世の家」と考えた墓からは多く の副葬品が出土

しています。豪華なミ イラ棺、来世の安寧を願う『 死者の書』に記され

た象形文字、呪術的な意味を込めて作られた宝飾品や身代わり の人形

「 シャブティ 」などを通じ 、エジプト の古代文明を読み解きます。

ホルウジャのファイアンス製

シャブティ
後期王朝時代

高さ 27.5 cm 、幅7 .2 cm

護符とビーズの首飾り
新王国時代

長さ 36cm

ネスナクト の『 死者の書』（ 部分）

グレコ・ ローマン時代

縦30cm、横45cm

金彩のミ イラマスク
グレコ・ ローマン時代

長さ 48 .5cm、幅28cm 、厚さ 14cm

ホルネジイト エフの
内臓を納めた木箱
グレコ・ ローマン時代

長さ 28cm、幅28cm 、高さ 66cm

男性のミ イラ
第3中間期

長さ 160 cm 、幅38cm、高さ 26cm

おそらく ５ 個の卵を持つヘビのミ イラ
長さ 19 .7cm、幅9 .6cm、高さ 6cm

第4章
「 エジプト をスキャンする」

最新の科学技術で明らかになった古代エジプト の新

たな側面を紹介します。本展のためにスキャンをし

た人のミ イラ3体と動物のミ イラ 1体の研究成果を世

界初公開するとともに、ミ イラ制作に使用されたカノ

ポス壺の分析など、ライデン国立古代博物館が進める

各種の国際的なプロジェ クト を通じて古代エジプト

研究の最先端を展示します。
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会 期：

開 催 概 要

2 0 2 0 年9 月19 日（土）～12 月6 日（日）

会 場： 愛知県美術館（名古屋市東区東桜1-13 -2 愛知芸術文化センター10 階）

開館時間： 午前10 時～午後6 時 金曜日は午後8 時まで（入館は閉館3 0 分前まで）

主 催： 愛知県美術館、中日新聞社、東海テレビ放送、東海ラジオ放送、

ライデン国立古代博物館

＊本展は以下の会場を巡回します。※2 0 2 0 年7月3日現在の予定です。

静岡展： 2 0 2 0年12月19日（土）～2 0 2 1年3月3 1日（水） 静岡市美術館

東京展：

仙台展：

山口展：

兵庫展：

2 0 2 1年4月16日（金）～6月2 7日（日）

2 0 2 1年7月9日（金）～9月5日（日）

2 0 2 1年9月中旬～11月上旬

2 0 2 1年11月下旬～2 0 2 2年2月下
旬

◇ 問 い 合 わ せ ◇

Bun k am u ra ザ・ミュージアム

仙台市博物館

山口県立美術館

兵庫県立美術館

中日新聞社文化事業部 小久保陽広

TEL: 052-221-0729／FAX:052-221-0739

〒460-8511 名古屋市中区三の丸1-6-1


